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代表取締役

3.　地域社会貢献活動の推進

地域社会の一員として地域社会に貢献するように努めます。

4.　継続的改善の実施

事業所活動に伴い環境に与える影響を的確に把握し、技術的・経済的可能性を考慮の上で環境目標
を設定し、実施し、見直し、評価し継続的改善に努めます。

5.　環境方針の周知及び公開

本方針を全従業員に周知徹底します。この環境方針は、社外の人にも公開します。

制定日 2006年11月1日

改定日 2015年8月31日

株式会社　ベンリ

環境関連法規制及び当社が同意するその他の各種協定等を遵守します。

環境経営方針

　　　　　　　　　　　　　　　環境経営理念
　株式会社　ベンリは、産業廃棄物処理業（破砕リサイクル）の事業活動を行うことに
より、環境への影響が重大であることを認識するとともに、持続可能な社会形式を必要
不可欠と確信します。
以上を踏まえ当社は、社員一人一人が問題意識を持って行動し、地球環境の保全及び地
域社会への貢献を目指すべく、環境経営システムを構築し、実施・運用し、継続的改善
を行うことを目的に、以下の通り環境方針を定めます。

1.　事業活動における地球環境保全の具体的取組

当社の事業活動は、産業廃棄物処分業及び産業廃棄物の収集運搬業を行い、受託した廃棄物は適正
処理し、リサイクルによる資源の有効活用を推進します。

事業活動による産業廃棄物処理（破砕リサイクル）及び産業廃棄物の収集運搬に伴い車輛や重機に
使用される燃料の削減に努めます。

事務所及び場内などで使用される電力の削減に努めます。

廃棄物処理に伴い使用する資材及び消費するエネルギーの使用状況を定期的にチェックし、効率的
利用に努めます。

事務所及び場内で使用される水量について、使用水量の把握をし、排出量の削減に努めます。

事務用品の購入に当たり、環境配慮商品の購入を推進します。

発生する廃棄物の削減に取り組み、再生可能なものについては、積極的にリサイクルに努めます。

2.　環境関連法規等の遵守
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会社概要

事業者名 株式会社　ベンリ

代表者名 石田　文優

白木工場

〒739-1521　

広島県広島市安佐北区白木町三田下鳥井原４２７番５号

TEL　082-810-6570　　　　　FAX　082-829-0360

事業活動の内容
産業廃棄物処分業（破砕リサイクル）

産業廃棄物収集運搬業

所在地

本社

〒734-0013　

広島県広島市南区出島二丁目１３番３５号

TEL　082-250-8236　　　　　FAX　082-255-7159

事業の規模

従業員数 面積

ベンリ　事務所 1 46.76　㎡

ベンリ　工場 12 312.88　㎡

法人設立年月日 昭和60年4月8日

資本金 1000万円

売上高
（単位：千円）

2020年度 2021年度 2022年度

225,297 272,307 280,535

事業年度 １月　～　１２月

認証・登録の
対象組織・活動

登録組織 株式会社　ベンリ

関連事業所 本社・白木工場

活動
産業廃棄物処分業（破砕リサイクル）

産業廃棄物収集運搬業

環境保全関連の
責任者及び担当連絡先

環境管理責任者 磯野　勝輝

担当者
岩﨑　理

橋本　彩加

連絡先 TEL　082-255-1212　　　FAX　082-255-7159
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担当業務の問題点の発見、是正、予防措置

環境目標設定書及び環境活動計画書（単年度）を承認する

環境活動の取組結果を代表者へ報告する

全従業員
環境方針を理解し、環境への取り組みの重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

環境関連の外部コミュニケーション窓口

環境経営システムに関する資料の管理

環境活動実施結果の実績集計

環境事務局

担当業務における環境経営システムの実施

担当業務への環境方針の周知

担当業務の従業員に対する教育訓練の実施

担当業務における環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況の確認

担当業務における運用手順書の確認

担当業務に関する緊急事態対応の為の手順書の確認・訓練記録の作成

環境事務局

環境への負荷の自己チェック及び取組の自己チェックの実施

環境関連法規等の一覧表の作成

環境目標及び環境目標設定書並びに環境活動計画書（単年度）原案の作成

環境管理者を補佐する

環境管理責任者

環境経営システムを構築し、実施・管理する

環境関連法規等の要求事項登録簿を承認する

・実施体制

役割　・　責任　・　権限

代表取締役

環境経営に関する統括責任をもつ

環境経営システムの実施及び管理に必要な人・設備・資源・費用・専門技術・技能者を用意する

環境管理責任者を任命する

環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知を行う

環境目標の設定を承認する

代表者による全体評価と見直しを実施する

最高責任者

代表取締役 石田文優

環境事務局

事務担当 営業担当 工場長

収集運搬担当 副工場長

固定破砕機・移動破砕機担当
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ダンプ

台数 1 1 2 1 1 1

車両種類 トラクター トレーラー 25ｔ 22ｔ 4ｔ

ショベル PC120-8 1 ショベル ZX120-7 1

ショベル PC30MR-5 1

1

ショベル SH120-7 1 自走式木材破砕機 ZR260HC 1

ショベル ZX120-5B 1 ショベル SH250-7MP

1

フォークリフト FH35-1 1 フォークリフト FD40T-8 1

フォークリフト FH35-2 2 フォークリフト FE-30-1

台数

・主要設備

名称 型式 台数 名称 型式

・車輛台数

・積替え保管施設

管理品目 面積 保管量

廃プラスチック類・紙くず・繊維くず・ゴムくず 1.4㎡×2 2.7㎥×2

金属くず 21㎡ 8.75㎥

ガラスくず・コンクリートくず・陶器くず・がれき類 15㎡ 6.25㎥

（５）



12937.95 2386.74 404.44 186.54 111.76

19325.45

2020年 15257.12 2710.88 208.53 49.14 106.65 18332.32

2022年 16395.69 2288.55 401.07 86.27 153.87

16027.432021年

2308.53 2329.17 0 0 40.18

・処分実績 （単位：ｔ）

チップ スラッチ 幹 枕木 その他 合計

4051.62

2020年 2546.09 1589.56 0 7.3 84.58 4227.53

2022年 2157.84 1840.66 0 21.87 31.25

4677.882021年

・処理工程

・収集運搬実績 （単位：ｔ）

建材・他 枝葉・他 幹 枕木 その他 合計

(6)



令和7年2月17日

処理方法

破砕設備　　固定式破砕機（一軸破砕方式）

篩機設備　　振動篩機・磁選機

供給設備　　コンベア

処理する産業廃棄物の種類 木くず・紙くず・廃プラスチック類

処理能力（規模）

設置場所 広島県広島市安佐北区白木町三田下鳥井原４２７－５

処理能力 木屑98.8ｔ/日　　紙屑31.8ｔ/日　　廃プラスチック類44.1ｔ/日　　

施設の種類 中間処理（破砕リサイクル）

香川県 第3709075033号

令和7年1月30日

島根県 第3200075033号
令和2年5月26日 廃プラスチック類・木くず・紙くず

令和7年5月25日

令和2年2月18日 木くず

広島市 第7310075033号

令和3年10月25日
廃プラスチック類・ゴムくず・金属くず・ガラス

くず・コンクリートくず・陶器くず・がれき類・

木くず・紙くず・繊維くず
令和8年10月24日

山口県 第3500075033号
令和2年5月30日 廃プラスチック類・木くず・紙くず

令和7年5月29日

岡山県 第3300075033号
令和2年1月31日 木くず

・産業廃棄物収集運搬業　許可一覧

発行地域 許可番号 許可年月日 許可品目

広島県 第3404075033号
平成30年5月31日 廃プラスチック類・木くず・紙くず・繊維くず・

動物性残さ令和5年5月30日

広島市 第7320075033号
令和3年5月29日

木くず・紙くず・廃プラスチック類
令和8年5月28日

呉市 第7402075033号
令和2年6月27日

木くず
令和7年6月26日

発行地域 許可番号 許可年月日 許可品目

・産業廃棄物処分業　許可一覧

広島県 第3424075033号
令和2年10月3日

木くず
令和7年10月2日
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年二回以上（3月・6月・9月・12月）事業所周辺の
環境整備及び清掃活動を行う

㈱ベンリは化学物質を使用することはありません。

環境経営計画

取組内容

廃棄物の搬入・ﾘｻｲｸﾙ品の搬出を全て重量管理する

搬入・搬出量の記録の作成

車輌運行管理の見直し

車輌運行管理表に記入

安全運転・経済走行による燃費の削減

燃費管理による経済意識の徹底

アイドリング・急発進・急ブレーキの禁止

地域社会への貢献 ベンリ工場長 年２回以上

環境目標に掲げているマテリアルリサイクル率は製紙用・パーティクルボード用の加工を施
した木材チップのみであり、他にもボイラー燃料用の木材チップや堆肥用に加工したチップ
等色々な木材チップに加工しており、受託した廃棄物は100％リサイクルを行っております。

水使用量の削減 ベンリ工場長

通年

通年

電力使用量の削減 ベンリ工場長

通年

通年

廃棄物の搬入及びﾘｻｲｸﾙ品の搬出全てを重量管理する

使用電力量の記録から原単位を算定し目標を策定

毎日の節水を心掛ける

メーター記録による管理を行い使用水量の増加を抑制する

重機燃料
使用量の削減

ベンリ工場長

通年

通年

廃棄物の搬入及びﾘｻｲｸﾙ品の搬出全てを重量管理する

使用燃料の記録から原単位を算定し目標を策定

自動車燃料
使用量の削減

ベンリ工場長

通年

通年

通年

通年

通年

環境目標 担当責任者 スケジュール

マテリアル
リサイクル率

の向上
ベンリ工場長

通年

通年
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水使用量の削減

各前年度　実績値 -0.50% -0.50% -0.50%

2021年度
-　㎥

- 2022年度比 2023年度比

地域社会への貢献
年２回

事業所周辺の
清掃活動実施

年２回
事業所周辺の
清掃活動実施

年２回
事業所周辺の
清掃活動実施

年２回
事業所周辺の
清掃活動実施

電力使用量の削減

各前年度　実績値 -1.00% -1.00% -1.00%

2021年度
149.217　kwh

147,725　kwh 2022年度比 2023年度比

2022年度比 2023年度比

マテリアルリサイクル
率

の向上

2021年　実績値

80.92%

80 % 以上 80 % 以上 80 % 以上

2023年度比

重機燃料
使用料の削減

ガソリン
各前年度

現状維持 現状維持 現状維持

2021年度
116　ℓ

116　ℓ 2022年度比 2023年度比

軽油
各前年度

-0.50% -0.50% -0.50%

2021年度
93,841　ℓ

93,372　ℓ

自動車燃料
使用量の削減

ガソリン
各前年度

-0.50% -0.50% -0.50%

2021年度
2,760.20　ℓ

2,746　ℓ 2022年度比 2023年度比

軽油
各前年度

-0.50% -0.50% -0.50%

2021年度
50,399.05　ℓ

50,147　ℓ 2022年度比

環境経営目標

環境目標 基準値

基準値比 基準値比 基準値比

2022年　目標値 2023年　目標値 2024年　目標値
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実績

項目 基準値

基準値比 基準値比

結果

2022年度　目標値 2022年度　実績値

自動車燃料
使用量の削減

ガソリン -0.50% -16.00%

達成
2,760　ℓ 2,746　ℓ 2,318.36　ℓ

軽油 -0.50% -0.09%

未達成
50,399　ℓ 50,147ℓ 50,352.53　ℓ

重機燃料
使用料の削減

ガソリン ±0.00% -50.00%

達成
116　ℓ 116　ℓ 58　ℓ

軽油 -0.50% + 5.76 %

未達成
147,725　kwh 165,271　kwh

未達成
93,841　ℓ 93,372　ℓ 99,245　ℓ

80%　以上

+　4.84　%

達成
84.84%

電力使用量の削減 149,217　kwh

-1.00% + 10.76 %

マテリアル
リサイクル率

の向上
80%　以上

※　水道メーターが前年度故障していた為、目標設定ができていない。今期は測定のみ。

水使用量の削減 -　㎥

- -

（※）
-　㎥ 926.5　㎥

地域社会への貢献
年２回

事業所周辺の
清掃活動実施

年２回以上
事業所周辺の
清掃活動実施

年２回
事業所周辺の
清掃活動実施

達成
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※　排出係数（調整後）を用いての比較は2019年度のNTTファシリティーズ排出係数0.364ｋｇ-CO2を使用しました。

2022年 50,353 ℓ
取組結果

車両で消費する軽油は目標達成ならず、昨

年よりも若干増えた。

2020年 53,896 ℓ
2021年 50,399 ℓ

取組結果

ガソリンの使用量は昨年度に比べてかなり

減っているが、元々の使用量がそう多くな

いので変動は大きい。

軽油
目標値 50,147 ℓ

2021年 2,760 ℓ
2022年 2,318 ℓ

目標値 2,746 ℓ
2020年 2,261 ℓ

ガソリン

二酸化炭素排出量の削減

CO2排出量 kg-CO2

2020年 436,730

2021年 433,464

2022年 451,960

取組結果

今期は二酸化炭素排出量が増えてい

る。大きな要因は電力消費量と軽油

消費量の増加。製品の出荷量が多

かったのでそれだけ重機が動いてい

たと思われる。

自動車燃料使用量の削減

420,000
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430,000

435,000

440,000

445,000

450,000

455,000

2020年 2021年 2022年

二酸化炭素排出量（kg-CO2）
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軽油使用量（ℓ）
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2020年 151 ℓ

重機燃料使用量の削減

ガソリン
目標値 116 ℓ

2021年 116 ℓ
2022年 58 ℓ

取組結果

車両以外の機械で使用するガソリンの使用

量はもともとかなり少量。昨年度から比べ

ると消費量は半分とかなり少ない。

軽油
目標値 93,372 ℓ

目標値 リサイクル率

マテリアルリサイクル率の向上

2020年 89,308 ℓ
2021年 93,841 ℓ
2022年 99,245 ℓ

取組結果

機械燃料の軽油は製品の生産量とともに増

加傾向。ここ最近でもダントツに消費量が

多くなってしまった。

2022年 取組結果

2021年 80.0% 80.9%
今年度より算出方法を変更した。

これに伴い昨年までの数値が過去の環境レ

ポートと変わっているが、今年のデータと

同じ条件で比較するために過去のデータの

算出方法も統一した。

目標達成出来ている。

2022年 80.0% 84.8%

2020年 80.0% 83.2% マテリアル

搬出量

16,395.69 t
19,325.45 t

0

20
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60

80

100

120

140

160

目標値 2020年 2021年 2022年

ガソリン使用量（ℓ）

84,000

86,000

88,000

90,000

92,000

94,000

96,000

98,000

100,000

目標値 2020年 2021年 2022年

軽油使用量（ℓ）

76.0%

78.0%

80.0%

82.0%

84.0%

86.0%

2020年 2021年 2022年

マテリアルリサイクル率

リサイクル率 目標値
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2022年 165,271 kwh

2021年 149,217 kwh

電力使用量の削減

目標値 147,725 kwh

2020年 176,764 kwh

車両毎運行管理票の記入

今年度の取組内容と次年度の取組

環境目標 取組内容 次年度取り組み内容

廃棄物の搬入及びリサイクル品の搬出を全て重量管理する

2022年 927 ㎥ メーターが今年度より復活、今年度はデータ測定のみ。

取組結果

電力も製品の製造過程での消費が大きな割

合を占めているので、生産量とともに消費

量が増加。目標値を大幅に超過。

水使用量の削減

地域社会への貢献 継続して取り組んでいく。

施設周辺の清掃活動

今年度より計算方法を変更。わかり
やすいデータになった。

マテリアルリサイクル率
の向上

自動車燃料使用量の
削減

継続して取り組んでいく。

敷地内の整理整頓

使用電力量記録から原単位を算定し、目標の算定を検討する

使用燃料記録から原単位を算定し、目標の策定を検討する

廃棄物の搬入及びリサイクル品の搬出を全て重量管理する

目的地へのルート改善

廃棄物の搬入及びリサイクル品の搬出を全て重量管理する

アイドリングストップの実施

急発進・急ブレーキの禁止

搬入・搬出量の記録を作成し、目標の策定を検討する

重機燃料使用量の削減 継続して取り組んでいく。

電気使用量の削減 継続して取り組んでいく。

水使用量の削減
前年度はメーターが故障していたが
今年度からは復旧。データが取れる
ようになった。

使用水量の管理（メーターによる抑制）

130,000

135,000

140,000

145,000

150,000

155,000

160,000

165,000

170,000

175,000

180,000

目標値 2020年 2021年 2022年

電力使用量(kwh)
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㈱ベンリでは事業所敷地外周辺の環境整備に努めており、定期的に従業員による清掃等を行っています。
また、定期的に清掃を兼ねた消防訓練として放水を行っております。

代表者による全体評価と見直し

実施体制
変更の必要性

□要　☑否 □要　☑否 □要　☑否 □要　☑否 □要　☑否

環境方針

フロンガス排出抑制法 遵守

省令で定める事項記載帳簿の設置

管理者の判断基準の遵守（簡易点検など）

環境活動・消防訓練の紹介

環境目標 環境活動計画 環境経営ｼｽﾃﾑ

機器廃棄時等のフロン類回収の徹底

総合評価

今年度は軽油、電力の消費量が増加。それに伴い二酸化炭素排出量も増加した。
製品の出荷量がここ数年の中でもかなり多かったので増加するのは仕方がないかと思う。

※　当社では、年一回環境関連法規等の遵守状況を確認しており、違反は一切ありませんでした。
　　また、過去三年間関係機関からの指摘や訴訟はありませんでした。

環境関連法規等の遵守状況とその結果、違反・訴訟等の有無

主な適用法令名 遵守すべき要求事項 遵守状況

収集・運搬業の許可

遵守
廃棄物処理及び
清掃に関する法律

処分業の許可

廃棄物の適正処理

（14）


